
戸籍の窓 4月分まで（届出順・敬称略） 

赤
ち
ゃ
ん 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

お
く
や
み 

（推計） 

6月1日現在（前月比） 

合　計　20,654人　（＋67） 

　男　　 9,979人　（＋26） 

　女　　10,675人　（＋41） 

世帯数　 6,892世帯（＋35） 
2007

6/23日（土）開催！ 
2007

6/23日（土）開催！ 
2007

6/23日（土）開催！ 
2007

6/23日（土）開催！ 

会
場
　
永
平
寺
町
農
村
公
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イ
ベ
ン
ト
開
催
時
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１０
時
〜
１８
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内
容
　
生
ニ
ン
ニ
ク
即
売
、鮎
の
つ
か
み
ど
り
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歌
謡
ス
テ
ー
ジ
、太
鼓
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
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清
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歴
史
を
慈
し
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文
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育
む
愛
情
の
ま
ち
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さくらい　しょうたくんおにし　りゅうくんふじまる　あすみ ちゃん

名
　
前

性
別

保
護
者

住
　
所

名
　
前

年
齢

住
　
所

道
浦
　
茂
雄
　
82

松
岡
西
野
中

西
　
千
代
子
　
90

け
や
き
台

木
戸
き
く
　
　
102

松
岡
兼
定
島

伊
東
ア
サ
ヲ
　
96

鳴
鹿
山
鹿

天
谷
　
純
枝
　
85

松
岡
春
日
2

松
田
　
新
一
　
78

松
岡
神
明
2

前
田
　
實
則
　
59

松
岡
神
明
2

松
岡
領
家

稲
　
　
繁
光

松
岡
領
家

牧
田
　
美
冬

福
井
市

松
岡
薬
師
3

吉
田
　
　
司

松
岡
薬
師
3

加
登
谷
恵
子

福
井
市

清
水

酒
井
　
勝
司

清
水

清
水
　
千
尋

大
野
市

鳴
鹿
山
鹿

和
田
　
都
是

鳴
鹿
山
鹿

小
林
　
早
苗

谷
口

山

笠
松
　
和
浩

山

細
田
　
恵
里

福
井
市

松
岡
平
成

大
川
　
秀
樹

福
井
市

酢
谷
　
友
美

福
井
市

新
住
所
　
　
　

名
　
前
　
　
　
　
旧
住
所

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
か
た
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
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永平寺町合併1周年記念式典 永平寺町合併1周年記念式典 永平寺町合併1周年記念式典 
永平寺町合併1周年記念式典が盛大に開催されました。 
会場を訪れたかたがたは永平寺町の更なる融和と発展を誓っていました。 

東幼児園の青組さんと藤組さん。志比堺の堤防で桜に
負けないくらいの満開の笑顔を見せてくれました。

櫻
井
　
翔
太
し
ょ
う
た

男
　
幸
治
・
寛
美
　
松
岡
室

尾
西
　
龍
り
ゅ
う

男
　
幸
則
・
し
の
ぶ

栃
原

大
久
保
元げ
ん

太た

男
　
洋
介
・
ひ
ろ
こ

け
や
き
台

A
田
　
桜お
う

大た

男
　
智
仁
・
真
弓
　
松
岡
松
ヶ
原
1

牧
島
　
凜り
ん

乃の

女
　
紀
光
・
志
穂
　
松
岡
葵
3

東
野
　
美み

桜お

女
　
誠
　
・
加
代
　
松
岡
神
明
2

横
　
　
勇ゆ
う

太た

男
　
克
明
・
真
弓
　
栗
住
波

清
水
　
璃り

子こ

女
　
隆
之
・
陽
子
　
松
岡
葵
1

土
岐
遼
大
郎

り
ょ
う
た
ろ
う

男
　
健
一
・
優
理
華

松
岡
越
坂
1

藤
丸
明あ

日す

望み

女
　
昌
宏
・
久
美
子

山
王

細
田
　
沙さ

希き

女
　
尚
孝
・
絵
里
　
松
岡
薬
師
2

齊
川
　
音お
と

葉は

女
　
貴
史
・
利
恵
　
光
明
寺

稲
　
　
獅れ

子お

男
　
繁
光
・
美
冬
　
松
岡
領
家

宇
随
　
悠ゆ

う

貴き

男
　
治
　
・
良
枝
　
松
岡
芝
原
3

松
岡
春
日
3

多
田
　
正
和

福
井
市

中
村
　
芳
子

松
岡
春
日
3

松
岡
室

石
本
　
十
盛

松
岡
室

岡
　
千
代

池
田
町



永平寺町合併　１周年記念式典 永平寺町合併　１周年記念式典 永平寺町合併　１周年記念式典 
　
永
平
寺
町
合
併
1
周
年
記
念
式
典
が
4
月
２２
日
（
日
）
上
志
比
文

化
会
館
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
で
来
賓
を
は
じ
め
約
4
0
0
人
が
参
加
し
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
松
本
町
長
の
式
辞
、
上

田
議
長
の
挨
拶
に
続
き
、
町
内
の
各
小

学
校
6
年
生
の
代
表
１３
人
に
よ
る
永

平
寺
町
民
指
標
の
披
露
や
新
し
く
制
定

さ
れ
た
町
の
木
「
油
桐
」、
町
の
花
「
梅
」

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
上
志

比
幼
児
園
児
、
越
の
国
・
里
づ
く
り
の

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
や
歌
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
式
典
に
華
を
添
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
会
館
正
面
玄
関

前
で
、
松
本
町
長
ら
関
係
者
に
よ
り
町

の
木
「
油
桐
」
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、

「
自
然
の
恵
み
と
暮
ら
す
」
と
題
し
て

八
ヶ
岳
倶
楽
部
代
表
の
柳
生
真
吾
氏
の

記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
農
村
女
性
起
業
グ
ル
ー

プ
若
鮎
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
手
づ
く

り
に
よ
る
、
に
ん
じ
ん
の
ム
ー
ス
「
キ

ャ
ロ
ム
ー
」
と
「
葉
っ
ぱ
寿
司
」
が
参

加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
こ
の
式
典
が
新
永
平
寺

町
の
更
な
る
融
和
の
一
助
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
上
志
比
幼
児
園
の
園
児
16
人
に
よ

る
「
ニ
ン
キ
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
」
の

踊
り
。
元
気
よ
く
踊
る
園
児
ら
の
愛
ら

し
さ
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

　 　 　
こ
の
1
年
間
、
新
し
い
町
の
一
本
化

を
最
優
先
の
課
題
と
し
て
、
活
力
と
温
も

り
の
あ
る
地
域
力
の
高
い
町
を
創
る
た
め

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
本
年
度
は
「
合
併
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
よ
う
な
永

平
寺
町
の
未
来
を
力
強
く
創
造
し
て
い
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
議
会
、
関

心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
議
会
を
目
指
し
、

「
議
会
は
住
民
の
も
の
」
と
ご
認
識
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
町
長
と
同
じ
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
力
を
合
わ
せ
て
、
永
平
寺
町
を
築
き

上
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

松
本
町
長
式
辞 

上
田
議
長
挨
拶 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

　
越
の
国
・
里
づ
く
り
の
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
「
越
の
国
か
ら
〜
い
に
し
え
に
あ

し
た
を
〜
」
の
歌
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
透
き
と
お
っ
た
迫
力
あ
る
歌
声
が
会
場

中
に
響
き
渡
り
、
今
後
の
融
和
と
発
展
を

誓
い
ま
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
、
上
志
比
文
化
会
館
サ
ン

サ
ン
ホ
ー
ル
正
面
玄
関
前
で
、
記
念
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。 

　
記
念
植
樹
に
は
、
松
本
町
長
を
は
じ
め
、

上
田
議
長
、
大
本
山
永
平
寺
春
木
龍
仙
ご

老
師
ら
来
賓
が
参
加
。
一
周
年
記
念
と
し

て
町
の
木
「
油
桐
」
を
植
樹
し
ま
し
た
。 

記 

念 

植 

樹 

記 

念 

植 

樹 

　
記
念
講
演
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
趣

味
の
園
芸
」
な
ど
で
お
な
じ
み
の
柳
生
真

吾
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
自
然
の
恵

み
と
暮
ら
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
ご
自
身
の

体
験
を
も
と
に
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

記 

念 

講 

演 

記 

念 

講 

演 

永平寺町の木「油桐」 

　永平寺町には、お祭りなどに油桐の葉で
包んだマスのお寿司を作る独特の風習があ
ります。 
　畑や庭で育てる家庭も多く「お寿司の木」
として親しまれていることから指定されま
した。 

永平寺町の花「梅」 

　梅は厳しい冬の間、雪の中でつぼみを膨
らませ、忍耐強く春を待ち、桜や桃よりも
早く春一番に開花することからパイオニア
精神の象徴とされます。 
　また曹洞宗大本山永平寺を開山した道元
禅師が愛好したことなどから指定されました。 

永平寺町民指標 
　私たち永平寺町民は、美しい環境を守り、歴史と

文化を大切にし、愛情に満ちた町を築きます。すべ

ての町民が健康で安心して暮らせるふるさとを創り

ます。次の指標を私たちの合言葉とします。 

笑顔であいさつを交わしましょう 
 
 
慈しみの心を育てましょう 
 
 
平和なくらしと自然を守りましょう 
 
 
いつでも感謝の気持ちを 
持ちましょう 
 
自信と誇りを持ち活力ある町を 
築きましょう 

え 

い 

へ 

い 

じ 

町民指標を披露する小学校6年生の代表 
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シ
ョ
ッ
ト 

シ
ョ
ッ
ト 

 早く花が咲かないかなぁ？ 
　4月 18日、苗木贈呈式および植樹式が松岡
樋爪の九頭竜川下流地区上部利用整備地で行わ
れました。 
　「緑の大使」を務める 2007年準ミス日本代
表の長友さんからライラックの苗木60本の目
録が松本町長に手渡されました。この苗木は、
福井トヨペットの創立20周年を記念して贈ら
れたものです。ライラックの花は、初夏を告げ
る花として親しまれています。 
　記念植樹には、町長や関係者のほか、御陵幼
児園の園児21人も参加して行われ、園児たちは、
「早く花が咲かないかなぁ。」と心待ちのようで
した。 

交通安全意識を高めて！ 
　春の交通安全県民運動（5月11日～20日）
に併せて5月 11日、永平寺署、交通安全団
体会員、町議員、町職員ら約90名による街
頭指導が行われました。 
　「おはよう」との呼びかけに児童たちは、
元気よくあいさつを交わして登校して行きま
した。 

　一方、大本山永平寺では、交通安全の祈願が
行われ、その後、町内3地区に分かれて雲衲衆
による交通安全たく鉢も行われました。 
　この日の浄財は、安全協会を通じて交通遺児
基金や交通安全啓蒙に役立てられます。 

ピラティスで脂肪燃焼！ 
　スポーツ教室の一環として松岡公民館で「ピ
ラティス教室」が行われました。 
　ピラティスとは、ケガ予防も兼ねてスポーツ
選手らが行うリハビリ体操です。横になってい
てもできるエクササイズで、脂肪燃焼と体質改
善に効果があるとのこと。 
　参加者は熱心に体を動かしていました。 

ポストさん、雨の日も風の日も 
　　　　　　　　　ありがとう！ 
　4月26日、なかよし幼児園の園児20名が感
謝のメッセージをつけた「手作りのレイ」を郵
便ポストに飾りつけました。 
　これは、郵便ポスト感謝祭に伴い行われたも
ので、郵便局の局長さんからポストの役割につ
いての説明を聞いた園児たちは「ポストさんあ
りがとう。」と言葉をかけていました。 

空手を習ってたくましくなるぞ！ 
　5月10日、志比南幼児園で5歳児が空手教室に参加
しました。 
　比島一宣氏（松岡薬師1）の指導のもと、園児たち
は元気よく「せいやっ」と声を出し、真剣に取り組ん
でいました。 
　みんな最後まできびきびとした動きでした。 

プードルに見えるかな 
　5月12日松岡ふるさと学習館で子どもフラワーアレ
ンジメント教室が開催されました。 
　今回は母の日の前日ということもあって、カーネシ
ョンでプードルに見立てたアレンジメントに挑戦！ 
　みんな工夫しながらいろんな花生けを楽しみました。 

松岡中学校吹奏学部管楽器、重奏コンテスト本大会優秀賞！！ 
　第19回管楽器個人、重奏コンテストが静岡
県で行われ、松岡中学校吹奏楽部の打楽器４
重奏グループが、優秀賞を受賞しました。 
　演奏は打楽器 4重奏グループ（2年荒木理
奈さん、山内貴大さん、1 年前川千鶴さん、
中山悠さん）の4人で、このほど入賞報告に
町長室を訪れました。 
　4人は、「参加した学校全てのレベルが高く、
大変緊張しましたが、今までの練習成果を会
場いっぱいに発揮できました。」と胸を張って
いました。また、「この受賞を励みにし、ます
ます努力し吹奏楽活動に励んでいきたいです。」
と抱負を語り、松本町長からは祝福と励まし
の言葉が贈られました。 

まちかどショット
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ライラックの花



新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内 

新
着
図
書
の
ご
案
内 

  
 『

悪
党
の
戦
旗
』　
岩
井
　
三
四
二 

『
朝
日
の
よ
う
に
さ
わ
や
か
に
』　
恩
田
　
睦 

『
家
日
和
』　
奥
田
　
英
朗 

『
美
し
い
敬
語
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』　
麻
生
　
英
治 

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』 

日
本
放
送
出
版
協
会 

『
面
白
い
、
や
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。』 江

守
　
幹
男 

『
刀
語
　
第
4
話
』　
西
尾
　
維
新 

『
カ
ー
リ
ン
グ
魂
。』　
小
野
寺
　
歩 

『
木
村
祐
一
ベ
ス
ト
レ
シ
ピ
2
』　
木
村
　
祐
一 

『
継
体
天
皇
の
実
像
』　
白
崎
　
昭
一
郎 

『
公
認
野
球
規
則
2
0
0
7
』　
　
　 

日
本
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
野
球
組
織 

『
し
ず
く
』　
西
　
加
奈
子 

『
事
典
に
の
ら
な
い
日
本
史
有
名
人
家
族
の
情
景
』 

新
人
物
往
来
社 

『〈
新
釈
〉
走
れ
メ
ロ
ス
』　
森
見
　
登
美
彦 

『
世
紀
風
雪
』（
上
・
下
）　
愛
新
覚
羅
　
恒
懿 

『
世
界
を
変
え
た
6
つ
の
飲
み
物
』 

　
ト
ム
・
ス
タ
ン
デ
ー
ジ 

『
せ
っ
け
ん
ね
ん
ど
で
作
る
香
り
の
花
』 香

月
　
あ
ず
さ 

『
千
年
樹
』　
荻
原
　
浩 

『
高
松
塚
古
墳
は
守
れ
る
か
』　
毛
利
　
和
雄 

『
だ
か
ら
、
僕
は
学
校
へ
行
く
！
』　
乙
武
　
洋 

『
月
島
慕
情
』　
浅
田
　
次
郎 

『
百
年
恋
人
』　
新
堂
　
冬
樹 

『
変
身
』　
嶽
本
　
野
ば
ら 

『
孫
と
楽
し
む
手
の
仕
事
』　
田
中
　
周
子 

『
増
田
明
美
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ジ
ョ
ギ
ン
グ
入
門
』 

日
本
放
送
協
会 

『
ま
ほ
ろ
ば
の
国
で
　
終
章
』　
さ
だ
　
ま
さ
し 

 『
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
』　
北
村
　
邦
夫 

『
か
・
げ
』　
武
田
　
美
穂 

『
国
際
問
題
に
つ
い
て
知
ろ
う
』　
池
上
　
彰 

『
地
球
動
物
記
』　
岩
合
　
光
昭 

『
公
爵
夫
人
の
ふ
わ
ふ
わ
ケ
ー
キ
』　
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
カ
ー
ル 

『
メ
ダ
カ
観
察
事
典
』　
小
田
　
英
智 

『
リ
ス
と
お
月
さ
ま
』　
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
メ
ッ
シ
ェ
ン
モ
ー
ザ
ー 

『
雨
の
妖
精
（
フ
ェ
ア
リ
ー
）
ヘ
イ
リ
ー
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ジ
ー
・
メ
ド
ウ
ズ 

『
な
ぞ
な
ぞ
ゆ
う
れ
い
船
』　
石
崎
　
洋
司 

『
ピ
ー
タ
ー
と
星
の
守
護
団
』（
上
・
下
）　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ヴ
・
バ
リ
ー 

『
ぶ
た
の
ぶ
た
じ
ろ
う
さ
ん
4
』　
内
田
　
麟
太
郎 

『
み
ん
な
が
知
り
た
い
！
「
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て
く
る
言
葉
」 

　
　
　
が
よ
く
わ
か
る
本
』
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド 

『
日
本
茶
の
ひ
み
つ
』　
青
木
　
萌 

  町
立
図
書
館（
旧
松
岡
図
書
館
）
1
６１
ー
7
1
1
7 

町
立
図
書
館
永
平
寺
館
　
　
　
1
６３
ー
2
1
1
1 

町
立
図
書
館
上
志
比
館
　
　
　
1
６４
ー
3
1
7
0 

開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
時 

※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 

絵本の講座 絵本の講座 
◇
第
1
回
　
〜
子
ど
も
と
絵
本
の
扉
を
開
く
〜 

　
　
　
　
　『
子
ど
も
に
と
っ
て
、
絵
本
と
は
な
に
か
』 

・
と
　
き
　
6
月
10
日
（
日
）
14
時
〜
16
時
　 

◇
第
2
回
　
〜
絵
本
の
多
様
性
・
可
能
性
〜 

　
　
　
　
　『
絵
本
を
見
る
・
絵
本
を
選
ぶ
』 

・
と
　
き
　
6
月
24
日
（
日
）
14
時
〜
16
時 

　
参
加
費
　
無
料
　 

　
定
　
員
　
各
80
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
） 

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み 

　
町
立
図
書
館
　
1
６１
ー
7
1
1
7

『
未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
、絵
本
を
通
し
て 

　
　
伝
え
た
い
こ
と
』 

講 

師
　
正
　
置
　
友
　
子 

氏 

ま
さ
　
　 

き
　
　  

と
も
　
　 

こ 

朝
あさ

日
ひ

絵
え

美
み

ちゃん　4歳
（市荒川）

四人兄妹の末っ子のちゃっかり者
です。プリキュア5が大好き
包丁で野菜を切るお手伝いもがん

ばってマス！！

松川
まつかわ

祥
さち

也
や

くん　4歳（藤巻）
お父さんの肩車とお母さんの抱っこ
が大好き。はずかしがり屋で甘えん坊
なぼくだけど、大きくなったらウルト
ラマンみたいに強くなりたいです。

6月の予防接種日程 6月の予防接種日程 

お問い合わせ 

松岡保健センター  161-0111 
永平寺保健センター  163-2868 
上志比保健センター  164-3000

高齢者筋力向上トレーニング教室 
参 加 者 募 集 中  ☆60歳以上のかたから参加可能です。 

　約3ヶ月間、毎週2回の運動機器を使った 
　筋力トレーニングを行い、現在の体力を維持、増進することを目的として行います。 
☆健康運動指導士や理学療法士が個人の体力に合った内容の運動プログラムを設定し、決して無理がか
からないように、ゆっくり、トレーニングしていきますので、体力に自信のないかたでも参加するこ
とができます。 

実
施
期
間
　
7
月
4
日
（
水
）
〜
9
月
28
日
（
金
）

ま
で
（
水
曜
日
と
金
曜
日
の
週
2
回
実
施
） 

時
　
　
間
　
14
時
〜
16
時 

場
　
　
所
　
お
た
っ
し
ゃ
夢
サ
ロ
ン
（
松
岡
兼
定
島
38
） 

費
　
　
用
　 

　
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
健
康
診
断
受
診
料 

　
　
4
，
8
3
0
円 

　
　
※
健
康
診
断
当
日
払
い
と
な
り
ま
す 

　
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
費
用 

　
　
8
，
4
0
0
円
（
1
回
3
5
0
円
×
24
回
） 

　
　
※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
初
日
一
括
前
払
い
と
な
り
ま
す 

対
　
　
象
　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
男
女 

定
　
　
員
　
先
着
15
名
様
ま
で 

注
　
　
意
　
次
に
該
当
す
る
か
た
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。 

　
・
59
歳
以
下
の
か
た 

　
・
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た 

　
・
医
師
か
ら
運
動
の
制
限
を
さ
れ
て
い
る
か
た 

　
・
重
篤
な
疾
患
を
お
持
ち
の
か
た 

※
お
申
し
込
み
締
め
切
り
は
6
月
11
日（
月
）ま
で
で
す

が
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

※
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
保

健
師
ま
で 

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
募
集

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
募
集 

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
募
集 

保健通信
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予防接種名

BCG（結核）
個別予防接種

対　象　者

平成19年2月1日～2月28日生まれ
及び前期間未接種のお子さん

平成19年3月1日～3月31日生まれ
及び前期間未接種のお子さん

期　　　間

6月4日（月）～
6月9日（土）

7月2日（月）～
7月7日（土）

次回

7月

8月

接種場所

町内指定
医療機関

三種混合
（ジフテリア・百
日咳・破傷風）
個別予防接種

≪1期初回≫
平成19年1月1日～1月31日生まれ
及び90ケ月未満の未接種のお子さん
≪1期追加≫
平成18年1月1日～1月31日生まれ
及び90ケ月未満の未接種のお子さん

6月11日（月）～
6月16日（土） 7月

町内指定
医療機関

麻しん・風しん
2期

個別予防接種

平成18年5月1日～5月31日生まれ
及び24月未満の未接種のお子さん
※「麻しん」または、「風しん」のどちら
かにかかったお子さんは、必ず各保健
センター保健師までご連絡ください。

6月18日（月）～
6月23日（土） 7月

町内指定
医療機関

★対象者には町から問診票を送付します
★町から配布されております「予防接種と子供の健康」、あるいは「予防接種手帳」を必ずお読みください
★予診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください



永
平
寺
町
で
も
核
家
族
化
が
進
行
し
、

高
齢
者
や
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
が
希
薄
と

な
っ
て
い
る
中
、
昔
な
が
ら
の
子
育
て
の

知
恵
や
遊
び
な
ど
を
と
お
し
て
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
育
て
を
支
援
す
る
「
子
育
て
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
子
育
て
経
験
豊
富
な
か
た
で
、
お

助
け
隊
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て

く
だ
さ
る
か
た
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登

録
希
望
者
は
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

募
集
期
限

6
月
22
日
（
金
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
松
岡
公
民
館
内
）

1
６１
ー
7
2
5
0

開
業
助
産
師
さ
ん
に
よ
る
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
を
使
っ
た
、「
ふ
れ
あ
い
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
1
歳
未

満
の
お
子
さ
ま
と
保
育
者
の
か
た
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時

6
月
27
日
（
水
）

時
　
間

10
時
〜
12
時

場
　
所

松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

町
内
在
住
の
1
歳
未
満
の
乳
児

と
保
育
者
の
か
た

定
　
員

15
組
の
母
子

費

用

1
0
0
円
（
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
代

と
し
て
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ
ま
用
の

水
分
補
給
、
お
子
さ
ま
の
お
着
替
え

申
し
込
み
締
切
・
方
法

ご
希
望
の
か
た
は
、
6
月
20
日
（
水
）

ま
で
に
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
ま
で

※
定
員
15
組
に
な
り
次
第
、
お
申
し
込
み

を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
　
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

1
６１
ー
0
1
1
1

町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
希
望

の
か
た
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
町
民

サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
9
8
）

会
　
期

6
月
6
日
（
水
）
〜20

日
（
水
）

一
般
質
問
は
6
月
11
日
、
12
日

10
時
か
ら
の
予
定
で
す

日
　
程

6
日
　
　
　
　
本
会
議

11
日
、
12
日
　
一
般
質
問

13
日
、
14
日
　
予
算
特
別
委
員
会

14
日
、
15
日
　
各
常
任
委
員
会

19
日
、
20
日
　
本
会
議

場
　
所

役
場
3
階
　
議
場

お
問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
6
3
）

モ
ニ
タ
ー
は
月
1
回
河
川
の
状
況
の
報

告
と
年
1
回
開
く
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
参

加
、
ま
た
、
地
域
の
住
民
の
か
た
へ
の
河

川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
に
務
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格
・
募
集
人
員

満
20
歳
以
上
で
九
頭
竜
川
（
河
口
か

ら
鳴
鹿
橋
付
近
ま
で
）か
ら
お
お
む
ね
5

km
以
内
に
居
住
し
て
い
る
か
た
　
1
名

任
期
・
手
当

7
月
1
日
よ
り
1
年
間

月
額
　
4，

5
8
0
円

応
募
方
法
・
締
切
　
6
月
20
日
ま
で

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

ま
た
は
、
福
井
河
川
国
道
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

福
井
河
川
国
道
事
務
所

河
川
占
用
調
整
課
　
占
用
調
整
係

1
３５
ー
2
6
6
1

（
内
線
3
4
2
・
3
4
3
）

環
境
省
と
福
井
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
、自
治
体
、

企
業
、
団
体
な
ど
が
行
う
地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
の
あ
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

今
年
10
月
を
め
ど
に
福
井
県
代
表
の
選
考

を
行
い
、
代
表
者
に
は
来
年
2
月
の
全
国

大
会
に
出
場
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

優
れ
た
取
り
組
み
は
全
国
大
会
で
表
彰
さ

れ
、
全
国
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

6
月
下
旬

応
募
対
象

地
域
特
性
を
活
か
し
た
地
球

温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
（
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
や
環
境
家
計
簿
に
よ
る
エ
コ
活
動

の
推
進
、
廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
環

境
マ
ラ
ソ
ン
講
座
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
作

り
な
ど
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

福
井
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
エ
コ
プ
ラ
ン
ふ
く
い
）

1
３０
ー
0
0
9
2

環
境
課1

６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
3
6
）

毎
年
5
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
テ
レ

ビ
の
1
・
2
・
3
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
し
ま
模

様
が
現
れ
た
り
、
色
が
消
え
た
り
、
音
声

に
外
国
語
が
混
入
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。（
旧
上
志
比
地
区：

総
合
2
ch
、

旧
松
岡
地
区：

教
育
3
ch
な
ど
）

こ
れ
は
、
日
本
海
上
空
に
突
発
的
に
発

生
す
る
電
離
層
（
電
波
を
跳
ね
返
す
層
）

が
原
因
の
自
然
現
象
で
、
普
段
は
届
か
な

い
外
国
の
テ
レ
ビ
や
Ｆ
Ｍ
放
送
の
電
波
が

日
本
ま
で
届
い
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

こ
の
混
信
障
害
は
、
テ
レ
ビ
の
故
障
で

は
な
く
、
数
十
分
か
ら
数
時
間
続
い
て
自

然
に
消
滅
し
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

な
お
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
ご
加
入
や
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
し
て
い
た
だ

くらしの情報
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子
育
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
に
よ
る

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
開
催
！

平
成
１９
年
第
2
回
永
平
寺
町
議
会

定
例
会
を
開
催
し
ま
す

”
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
“『
町
長
の

炉
ば
た
ト
ー
ク
』
行
っ
て
い
ま
す
！

平
成
１９
年
度
　
九
頭
竜
川

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
応
募
募
集

地
球
温
暖
化
対
策
「
一
村
一
品
・

知
恵
の
環
づ
く
り
事
業
」
参
加
募
集

く
と
、
こ
の
障
害
を
受
け
な
く
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

1
0
5
7
0
ー
００
ー
3
4
3
4

平
成
17
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た
「
経
営

所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」
に
は
平
成
19
年

産
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
平
成
19
年

春
か
ら
米
・
大
豆
に
係
る
加
入
受
け
付
け

な
ど
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
、
兼
業

農
家
や
高
齢
農
家
な
ど
様
々
な
構
成
員
か

ら
な
る
地
域
農
業
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
担
い
手
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
合
意

の
も
と
に
編
成
し
、
こ
れ
ら
担
い
手
の
経

営
の
安
定
を
図
る
施
策
に
転
換
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

米
・
大
豆
の
作
付
け
を
行
う
本
対
策
の

対
象
と
な
る
農
業
者
の
か
た
は
、
7
月
2

日
（
月
）
ま
で
に
、
福
井
農
政
事
務
所
に

加
入
申
請
書
な
ど
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

本
対
策
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
質
問
に
つ

き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

福
井
農
政
事
務
所
　
農
政
推
進
課

1
３６
ー
1
7
9
0

福
井
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

1
２２
ー
3
6
7
6

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
、
外

部
積
み
立
て
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

制
度
の
特
色

・
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
で
す

・
掛
金
の
一
部
を
、
国
が
助
成
し
ま
す

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す

・
掛
金
以
外
の
経
費
が
か
か
り
ま
せ
ん

・
掛
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま

す
。
退
職
金
は
、
直
接
退
職
者
に
支
払

い
ま
す
の
で
、
管
理
が
簡
単
で
す

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
で
き
ま
す

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
押

印
の
上
、
金
融
機
関
ま
た
は
委
託
事
業
主

団
体
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
金
融
機
関
ま
た
は
委
託
事
業

主
団
体
に
あ
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

1
０３
ー
3
4
3
6
ー
0
1
5
1

休
館
期
間

6
月
18
日
（
月
）
〜
20
日
（
水
）

お
問
い
合
わ
せ

東
山
健
康
運
動
公
園
1
５４
ー
9
1
9
0

テ
レ
ビ
の
映
り
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？

中
小
企
業
退
職
共
済
制
度
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
！

東
山
健
康
運
動
公
園
臨
時
休
館
日

の
お
知
ら
せ

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

加
入
手
続
き
締
切
り
せ
ま
る

住民税の納付が始まります
納税通知書は6月8日ごろ、発送予定です

2期・8月28日／3期10月25日／4期・1月25日
※口座振替日は各期とも25日（祝祭日の場合は翌営業日）

【納期限】1期・7月2日
（前納報奨納期限）

お問い合わせ 税務課　161－1111（内線242）

講師に元日本代表三浦泰年氏を
迎えて、ジュニアサッカー教室を
開催します。見学にきませんか？
日　時 6月17日（日）12時～　　
場　所 永平寺町緑の村運動広場
講　師 三浦泰年氏（元日本代表）
お問い合わせ
教育委員会　生涯学習課

161ー2009

NHKジュニアサッカー教室
開催！



えいへいじ男女共同参画計画ダイジェスト版が6月中旬頃に皆さんのお手元に届きます 

町内3地区の温度差をのり越えて、委員一同 
『あーや・こーや』言いながら作成中です。 
家庭や地域でできることから皆さんといっしょに 

考えていきましょう。 

町内3地区の温度差をのり越えて、委員一同 
『あーや・こーや』言いながら作成中です。 
家庭や地域でできることから皆さんといっしょに 

考えていきましょう。 

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当 

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当 

特
別
児
童
扶
養
手
当 

お問い合わせ 

　住民生活課　男女共同参画室 
　　　　161－1111（内線246） 

察 察 
警 警 

防 防 
消 消 

お問い合わせ　永平寺町消防本部　161－0179

普通救命講習会（AED）を開催します 普通救命講習会（AED）を開催します 普通救命講習会（AED）を開催します 

日　時　6月24日（日）9時～12時 
場　所　永平寺開発センター　2階　和室 
受講料　無料 
受講対象者　町内に在住、在勤、在学の中学生以上
のかた（既に受講されているかたは、技術の維持・
向上のため2年毎に再講習を受けてください） 
定　員　30名（先着順となります） 

受講申込　定員になり次第締め切らせていただきます。
申請書は、最寄りの消防署・分署にあります。（永
平寺町消防ホームページからもダウンロードでき
ます）受講申請書に必要事項を記入して、最寄り
の消防署・分署にお申し込みください。 
※講習を修了し、必要な知識・技術を習得されたか
たには、カード式の修了証を交付します 

　いざというとき大切な人を救うために、講習会を受講しましょう。 
　講習内容は、救命に必要な心肺蘇生法を中心にAED（除細動器）を用いた電気
ショックの行い方、大出血時の止血法などとなっています。 

火災・救急・救助は119火災・救急・救助は119

平成19年度危険物安全週間 
（6/3～6/9）推進標語 

販
売
所

販
売
所
・
消
費
者
の

消
費
者
の 

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ 

販
売
所
・
消
費
者
の 

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ 

ガソリンの運搬容器について　JIS（日本工業規格）、KHK（危険物保安協会）認定品であること！！ 

「危険物　目指せ無事故の　MVP」 

　消費者の皆さんが、ガソリンを
運搬する場合には、消防法に基づ
く落下試験、気密試験、内圧試験
などの試験基準に適合している最
大容量20リットル未満の金属製
容器を使用する必要があります。 

ポリタンクでのガソリンの 
運搬は消防法違反です 

梅雨時期の災害に備えて 梅雨時期の災害に備えて 梅雨時期の災害に備えて 

ガソリン専用携行缶 

金属製18リットル缶 

　昨年、大雨洪水警報が出されたおり、松岡神明1丁目付近では、土砂崩れのおそれのため、数名
のかたが自主避難を余儀なくされました。 
　また、諏訪間地区では、床下浸水の被害も発生しました。 
　今年も天候不順が叫ばれていますが、これからの梅雨時期に 
　● 河川の増水危険箇所 
　● がけ崩れや土石流の発生危険箇所 
　が近くにある人は、付近の事前点検をしましょう。 
　さらに、危険情報を察知するために天気予報を必ず聞くほか、ラジオ、懐中電灯などの用意や家族
で避難場所の話し合いをしましょう。 

お問い合わせ　永平寺警察署　161－0110

消防・警察

広報永平寺6月号 10

男女共同参画計画・特別児童扶養手当
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■
支
給
対
象

20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体
に
政
令

で
定
め
る
程
度
以
上
の
障
害
を
有
す
る
児

童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は
母
も
し
く
は
、

父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
対
象

と
な
る
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
を

有
し
な
い
場
合

②
対
象
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合

③
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
場
合

■
手
当
の
月
額

障
害
児
1
人
に
つ
き

1
級
　
　
5
0，

7
5
0
円

2
級
　
　
3
3，

8
0
0
円

申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、申
請
が
な
い
と
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
等
級
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は

異
な
り
ま
す

■
所
得
制
限

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の
前
年

（
1
月
か
ら
7
月
ま
で
の
分
の
手
当
に
つ

い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上

あ
る
と
き
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
手
当
を
請
求
す
る
人
と
同
居
し
て

い
る
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
（
請
求

す
る
人
の
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
直
系
血
族
）

に
つ
い
て
も
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と

き
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

扶養親族などの数

0人

1人

2人

3人

4人

5人以上

所得制限限度額

請求者本人

4,596,000

4,976,000

5,356,000

5,736,000

6,116,000

以下380,000ずつ加算

配偶者・扶養義務者

6,287,000

6,536,000

6,749,000

6,962,000

7,175,000

以下213,000ずつ加算

お
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
健
課

1
６４
ー
2
2
1
1

※
た
だ
し
、各
種
控
除
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（単位：円）



国民年金 国民年金 国民年金 のお知らせ のお知らせ 

　家庭崩壊、学級崩壊が語られる現代（いま）、
映画はその現代（いま）に生きる少女の悲しみ
から希望への再生の物語です。 

■と　き　 6月30日（土） 
■ところ　 四季の森文化館（旧傘松閣） 
■上映時間　10時30分～11時50分 
※対象者は、小中学生とその保護者で入場は無
料です 

お問い合わせ　四季の森文化館 
　　　　　　　　　　　163－2111

お問い合わせ　松岡保健センター　161－0111

麻しん（はしか）に注意！ 
　現在、関東地方で成人を中心に麻しんが流行して
います。 
　感染歴がなく、予防接種を受けたことがないかたは、
感染の危険性があります。 
　予防には、麻しんワクチンの接種が有効です。 
　予防接種法に基づく定期の予防接種は、1歳児（満
1歳～満2歳まで）、小学校就学前の2回実施してい
ます。この定期予防接種については、無料で接種す
ることができます。この年齢以外でも自己負担によ
り任意で予防接種を受けることができますので、医
療機関とご相談ください。 

　町では、マレットゴルフ大会の参加を募集してい
ます。ふるってご参加ください ! 
大会日時　7月8日（日） 
場　　所　松岡河川公園　マレットゴルフ場 
申込期日　6月29日（金） 
申 込 先　生涯学習課　161－2009

（文部科学省選定） 

 

＊自転車の積み降ろしは、お客様各自でお願いいたします 

期間中の 

日曜・祝日 
4
29 10 28

▲
 

月 

日 

月 
日 

7:00～19：00まで 

＊5名以上でご利用の場合は事前にお申し込みください 
＊混雑時は次の列車へのご利用をお願いすることがございます 
＊駅の段差・ホーム・踏切・列車の接近にご注意ください 
＊他のお客様のご迷惑とならないよう各自で自転車の管理をお願いいたします 

１台200円 
＊別途、電車運賃が必要となります 
＊自転車と一緒にご乗車いただける日は一日フリーきっぷがご利用いただけます 

(当日限り有効)

＊あらかじめご利用駅の時刻をご確認ください 

0120-840-508えちぜん鉄道 お客様相談室 

福井口 

田原町 新田塚 あわら 
湯のまち 

三国 福大前 
西福井 

越前新保 松岡 永平寺口 勝山 

勝山永平寺線 三国芦原線 

福
井 

乗車方法 ご利用駅 

ご利用時間 

自転車 
持込み料金 

お問合せ 

お 願 い 

後ろの車両(  )にご乗車ください。 中央の扉がない電車もあります。 

後ろの扉(  )からご乗車ください。 
車内では　 付近にご乗車ください。 

1両編成 

2両編成 

中央の扉がない電車もあります。 

進行方向 

進行方向 進行方向 

えちぜん鉄道と自転車で、ふるさと    　発見！おすすめコース紹介 

日本海の自然と歴史コース 

湯の郷と湖畔コース 

九頭竜川を体験＆学ぶコース 

勝山の自然・文化遺産コース 

【13.8㎞・約１時間10分コース】 

【11.5㎞　約１時間コース】 

【12.5㎞・約１時間コース】 

【12.1㎞・約１時間コース】 

三国駅→東尋坊→雄島→海浜自然公園→みくに龍翔館→瀧谷寺→三国駅 

あわら湯のまち駅→北潟湖…ハミングロード→藤野厳九郎記念館→セントピアあわら 
                                                                                 →あわら湯のまち駅 

永平寺口駅→九頭竜川資料館→グリーンセンター→福井県内水面総合センター 
    　　　 　 　　→四季の森文化館→永平寺口駅 

勝山駅→村岡山→長尾山総合公園→県立恐竜博物館→温泉センター水芭蕉→勝山駅 

プ チ 電車と自転車で　　　  旅行 電車と自転車で　　　  旅行 

▲
 

▲
 

▲
 

▲
 

＊左図の駅窓口にてお申し出ください 

サイクルトレイン
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お知らせ・ご案内
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国
民
年
金
保
険
料
に
は
、退
職（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
の
対
象
と
な

る
に
は
、
本
人
の
所
得
に
あ
わ
せ
て
、
配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得
が
審
査
対
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。
失
業
中
の
か
た
は
今

後
の
収
入
が
見
込
め
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ま
だ
在
職
中
で
あ
っ
た
当
時
の
所
得

（
申
請
年
度
の
前
年
所
得
）
が
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
の
で
、
多
く
の

場
合
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
失
業
の
状
況
に
あ
る
か
た

に
つ
い
て
特
例
免
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い

て
退
職
の
事
実
の
あ
る
場
合
に
対
象
と

な
り
ま
す

※
現
在
は
平
成
18
年
度
の
免
除
申
請
を

本
年
7
月
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
、

平
成
18
年
4
月
以
降
に
退
職
さ
れ
て

い
る
か
た
が
対
象

②
免
除
の
申
請
は
、
7
月
か
ら
翌
年
6
月

ま
で
が
手
続
き
の
期
間
と
な
り
、
免
除

の
基
準
に
該
当
し
そ
の
期
間
内
に
手
続

き
を
行
え
ば
、
7
月
か
ら
翌
年
6
月
ま

で
の
全
て
の
期
間
が
免
除
と
な
り
ま
す

③
特
例
免
除
の
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
基
準
額
以
上
の
所
得
で
あ
っ
て
も

そ
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
し
ま
す

④
本
人
は
も
と
も
と
免
除
基
準
に
該
当
し

て
い
て
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の
か
た
の

所
得
が
基
準
額
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
は
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の
か
た
が
退

職
さ
れ
た
場
合
も
同
様
に
そ
の
所
得
を

除
外
し
ま
す

⑤
失
業
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的

機
関
の
証
明
書
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
・
離
職
票
な
ど
）が
必
要
で
す

⑥
そ
の
他
、
申
請
の
際
は
、
年
金
手
帳
や

認
印
が
必
要
で
す

※
注
意

全
額
免
除
の
承
認
期
間
は
、
年

金
を
受
け
取
る
計
算
の
際
に
、
1
／
3

に
減
額
さ
れ
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

福
井
社
会
保
険
事
務
所

1
２３
ー
4
5
1
6

住
民
生
活
課

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
4
7
）


